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100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
90.1
95.2
61.2
49.5
96.4
―

1.9
100.0
104.1
23.4
76.5

29億2,665万円
2億9,442万円

1,715万円
1,017万円

591万円
3億5,742万円

8,516万円
1,170万円
2,090万円

150億292万円
368万円

2億5,341万円
3億7,922万円

28億5,737万円
33億2,003万円

8,885万円
0円

9億8,458万円
8億1,170万円
3億3,604万円

47億2,050万円
324億8,775万円

28億2万円
2億173万円

1,715万円
1,017万円

591万円
3億5,742万円

8,516万円
1,170万円
2,090万円

150億292万円
368万円

2億2,831万円
3億6,102万円

17億4,906万円
16億4,299万円

8,562万円
0円

1,876万円
8億1,170万円
3億4,970万円
11億350万円

248億6,740万円

市税
地方譲与税
利子割交付金
配当金交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
国有提供施設等所在市町村助成交付金
地方特例交付金
地方交付税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国庫支出金
県支出金
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入
市債
　　　 計

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

区　　　分� 予 算 額� 収 入 済 額 � 収入率（%）�

98.1
60.1
80.8
78.7
―

67.6
92.4
75.0
95.4
92.5
37.6
99.8
99.6
―

80.5

1億7,730万円
70億1,066万円
56億9,504万円
28億4,790万円

0円
25億7,159万円
3億9,029万円

20億5,921万円
9億2,825万円

20億5,875万円
3億4,161万円

83億5,967万円
2,833万円
1,916万円

324億8,775万円

1億7,399万円
42億1,393万円

46億81万円
22億3,995万円

0円
17億3,903万円
3億6,064万円

15億4,433万円
8億8,598万円
19億478万円

1億2,857万円
83億4,235万円

2,822万円
0円

261億6,258万円

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
諸支出金
予備費
　　計

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14

区　　　分� 予 算 額� 支 出 済 額 � 執行率（%）�

45億2,381万円
6億6,100万円
7億3,125万円
5億5,800万円

10億円
8億1,230万円
7億6,125万円

602億6,215万円
31億5,000万円

12万2千円
1万8千円

2万円
1万5千円
2万7千円
2万2千円

2万円
161万9千円

8万5千円

基　金　現　在　高
　　　◎財政調整基金
　　　◎減　債　基　金
　　　◎振　興　基　金
　　　◎まちづくり基金
　　　◎高齢者福祉基金
　　　◎その他(12基金)

市債現在高 (一般会計 )

一 時 借 入 金 現 在 高

　　区　　　分�

内
　
　
　
訳

金 　 額 � 市民一人あたり額�

2億 5 , 1 1 3万円

2億 3 , 9 6 0万円

0円

2億 2 4 7万円

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

区　　　　分� 金　　　額（税抜）�

一般会計�

水道事業企業会計�

歳　　入�

歳　　出�

基金・市債・借入金現在高�

　一般会計の歳入状況は、248億6,740万円が

収入済みで、収入率は76.5％となっています。

国庫支出金、県支出金、市債については事業

完了後に交付されるため低い収入率となって

います。

　一方、歳出は、261億6,258万円が支出済みで、

執行率は80.5％となっています。建設工事な

どは完成が３月に集中するため、農林水産業

費や土木費等の執行率が低くなっています。

　市の会計年度は、毎年４月１日から翌年３

月31日までとされていますが、３月31日まで

にお金の出し入れを完了することは不可能な

ことから、出納整理期間が設けられています。

この出納整理期間は４月～５月末日までで、

この間に前年度のお金の出し入れを完了しな

ければならないことになっています。

　一般会計と特別会計を合わせた収入済額は

362億4,663万円、支出済額は391億8,021万円

で、差し引き29億3,358万円となっています。

この足りない分については、金融機関からの

一時借入などでまかなっています。

平成１9年度予算執行状況�
　�
（平成20年３月31日現在）をお知らせします。�
�

診療所特別会計
国民健康保険特別会計
介護保険地域支援事業特別会計
老人保健特別会計
介護保険特別会計
特別養護老人ホーム特別会計
簡易水道事業特別会計
集落排水処理施設特別会計
旅客定期航路事業特別会計
風力発電事業特別会計
　　　　　　　計

　　　　区　　　分�
91.1
90.2
84.5
92.2
87.0
96.9
75.1
89.8
94.6
72.8
89.2

執行率（%）�
3億966万円

52億289万円
9,092万円

35億8,276万円
25億746万円

4億4,214万円
8億501万円

1,695万円
3,396万円
2,588万円

130億1,763万円

支 出 済 額 �
70.8
80.8
25.7
81.4
79.7
67.7
56.8
18.1

100.0
99.6
78.0

3億4,008万円
57億7,101万円

9,620万円
38億8,419万円
28億8,159万円
4億5,629万円

10億7,231万円
1,887万円
3,589万円
3,556万円

145億9,199万円

2億4,064万円
46億6,418万円

2,471万円
31億6,073万円
22億2,575万円

3億898万円
6億952万円

341万円
3,589万円
3,542万円

113億7,923万円

予 算 額� 収 入 済 額 � 収入率（%）�

特別会計�

※各数値は四捨五入により、計とは一致しない場合があります。
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豊
玉
町
管
内（
26�
地�
区
）�

峰
町
管
内（
13�
地�
区
）�

上
県
町
管
内（
31�
地�
区
）�

上
対
馬
町
管
内（
22�
地�
区
）�

厳
原
町
管
内（
43�
地�
区
）�

区長会議を開催　181名へ委嘱状を交付�
�
　平成19年度区長会議が4月23日、30日、5月7日の3日間、
市役所本庁及び各支所で開かれ、新しく就任した市内181名の
行政区長へ市長から委嘱状が交付されました。�
　行政と地域の皆さんを結ぶパイプ役としてこれから１年間ご
活躍いただく各地区の新区長を紹介いたします。　（敬称略）�

→
上
県
地
区
区
長
会
議
�
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（
相
談
や
検
査
は
無
料
・
匿
名
で
保

健
所
で
受
け
ら
れ
ま
す
）�

　
エ
イ
ズ
患
者
は
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
感
染
が
心
配
な
方
、
一
度
も
検

査
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
は
、
こ

の
機
会
を
ご
利
用
下
さ
い
。

■
対
馬
保
健
所
で
の
エ
イ
ズ
検
査�

◎
実
施
場
所
　
対
馬
保
健
所

◎
実
施
日
時

１
、
毎
月
第
２
・
４
月
曜
日

　
　
通
常
検
査
９
時
〜
17
時

２
、
毎
月
第
３
火
曜
日

　
　
夜
間
検
査
17
時
30
分
〜
19
時

◎
予
約
の
有
無
　
事
前
の
予
約
が
必

要
で
す
。
（
夜
間
検
査
は
検
査
前

日
の
17
時
45
分
ま
で
に
予
約
）

◎
結
果
通
知
　
14
日
後
ま
で
に
面
談

で
通
知

◎
料
金
　
無
料

◎
検
査
内
容
　
採
血
し
て
血
液
検
査

◎
備
考
　
希
望
に
よ
り
エ
イ
ズ
検
査

と
併
せ
て
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
も
で

き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
対
馬
保
健
所
　
地
域
保
健
課

　
　
☎
0
9
2
0（
5
2
）0
1
6
6

◎
４
月
11
日
付
異
動

　
　
　
　
　
※
氏
名
後
の（
）内
は
旧
所
属

【
市
長
部
局
】�

《
総
務
部
》▽
部
長
・
昇
任
＝
永
尾
榮
啓（
政

策
部
政
策
企
画
課
長
）▽
理
事
＝
中
島
均（
同

部
長
）【
総
務
課
】▽
課
長
兼
秘
書
課
長
・
昇

任
＝
桐
谷
雅
宣（
教
委
南
地
区
教
育
事
務
所
）

《
政
策
部
》【
政
策
企
画
課
】▽
課
長
＝
堀
義

喜（
建
設
部
都
市
計
画
課
長
）【
情
報
政
策
課
】

▽
主
事
＝
立
花
譲
偉（
観
光
商
工
部
観
光
交

流
課
）

《
市
民
生
活
部
》▽
部
長
・
昇
任
＝
橋
本
政
次

（
同
部
次
長
兼
市
民
課
長
）▽
理
事（
納
税
担

当
）＝
齋
藤
勝
行（
同
部
長
）【
市
民
課
】▽
課

長
＝
平
間
壽
郎（
総
務
部
総
務
課
長
）▽
主

事
＝
金
子
舞（
総
務
部
総
務
課
）【
税
務
課
】

（
資
産
税
班
）▽
主
事
＝
中
庭
俊
樹（
政
策
部

政
策
企
画
課
）【
対
馬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
】

▽
次
長
兼
所
長
＝
牧
山
隆（
総
務
部
次
長
兼

秘
書
課
長
）

《
福
祉
部
》【
福
祉
課
】（
子
育
て
支
援
班
）▽

主
事
＝
杉
村
修
一（
農
林
水
産
部
水
産
振
興

課
）【
保
護
課
】▽
課
長
＝
中
村
正
喜（
同
課
）

▽
主
任
＝
寺
崎
喜
代
文（
市
民
生
活
部
税
務
課
）

《
保
健
部
》【
南
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
】（
福
祉

保
健
班
）▽
主
任
＝
武
田
浩
二（
豊
玉
支
所

住
民
生
活
課
）

《
観
光
商
工
部
》【
観
光
交
流
課
】▽
課
長
・
昇

任
＝
本
石
健
一
郎（
美
津
島
支
所
住
民
生
活

課
）（
国
際
交
流
班
）▽
副
参
事
＝
川
辺
真
由

美（
市
民
生
活
部
市
民
課
）

《
農
林
水
産
部
》【
農
林
課
】（
農
林
土
木
班
）

▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
神
宮
喜
仁（
同
課
）

（
有
害
鳥
獣
対
策
班
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐

＝
阿
比
留
義
範（
建
設
部
管
理
課
）

《
建
設
部
》【
管
理
課
】▽
課
長
＝
川
本
治
源

（
観
光
商
工
部
観
光
交
流
課
長
）（
管
理
班
）

▽
主
任
＝
永
留
秀
敏（
峰
支
所
地
域
振
興
課
）

【
都
市
計
画
課
】▽
課
長
・
昇
任
＝
斉
藤
正
敏

（
農
林
水
産
部
農
林
課
）

《
会
計
》【
会
計
課
】▽
参
事
兼
係
長
＝
有
江

正
光（
市
民
生
活
部
税
務
課
）

《
美
津
島
支
所
》▽
支
所
長
・
昇
任
＝
阿
比
留

正
明（
同
支
所
地
域
振
興
課
長
）【
地
域
振
興

課
】▽
課
長
・
昇
任
＝
永
留
正
喜（
同
課
）【
住

民
生
活
課
】▽
主
事
＝
阿
比
留
康
介（
福
祉

部
福
祉
課
）

《
豊
玉
支
所
》【
地
域
振
興
課
】▽
課
長
＝
永

留
安
生（
同
課
）

《
峰
支
所
》【
地
域
振
興
課
】▽
参
事
兼
課
長

補
佐
＝
俵
輝
孝（
市
民
生
活
部
税
務
課
）▽

副
参
事
兼
係
長
＝
藤
島
隆
之（
建
設
部
建
設

課
）【
佐
賀
出
張
所
】▽
所
長
＝
八
坂
義
久（
同

支
所
地
域
振
興
課
）▽
主
事
＝
米
田
綾（
教

委
学
校
教
育
課
）

《
上
県
支
所
》▽
支
所
長
・
昇
任
＝
原
田
義
則

（
同
支
所
地
域
振
興
課
長
）【
地
域
振
興
課
】

▽
課
長
・
昇
任
＝
春
日
亀
隆
義（
同
課
）▽
技

師
＝
石
山
拓
史（
建
設
部
建
設
課
）

《
上
対
馬
支
所
》▽
支
所
長
・
昇
任
＝
洲
河
真

紀（
同
支
所
琴
出
張
所
長
）【
地
域
振
興
課
】

▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
小
島
和
美（
建
設
部

北
部
建
設
事
務
所
）▽
副
参
事
＝
松
清
恵（
建

設
部
管
理
課
）【
住
民
生
活
課
】▽
課
長
＝
岩

中
智
夫（
同
支
所
地
域
振
興
課
）▽
主
任
＝

西
村
健（
保
健
部
南
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
）

【
琴
出
張
所
】▽
所
長
＝
位
下
文
晴（
教
委
生

涯
学
習
課
兼
上
対
馬
公
民
館
）

《
水
道
局
》▽
局
長
・
昇
任
＝
一
宮
英
久（
同

局
次
長
兼
水
道
課
長
）【
水
道
課
】▽
課
長
・

昇
任
＝
阿
比
留
誠（
同
課
）（
業
務
班
）▽
技

師
＝
西
山
祥
吾（
建
設
部
建
設
課
）

◎
４
月
30
日
付
退
職
▽
中
島
均（
総
務
部
理

事
）▽
齋
藤
勝
行（
市
民
生
活
部
理
事
）

【
教
育
委
員
会
事
務
部
局
】▽
教
育
部
長
・
昇

任
＝
永
留
秀
幸（
福
祉
部
次
長
兼
保
護
課
長
）

【
学
校
教
育
課
】（
学
務
班
）▽
主
事
＝
扇
伸

秀（
農
林
水
産
部
農
林
課
）（
上
対
馬
学
校
給

食
共
同
調
理
場
）▽
場
長
＝
船
越
和
憲（
上

対
馬
支
所
地
域
振
興
課
）（
峰
学
校
給
食
共

同
調
理
場
）▽
場
長
・
併
任
＝
八
坂
義
久（
峰

支
所
佐
賀
出
張
所
長
）▽
主
事
・
併
任
＝
米

田
綾（
学
校
教
育
課
）【
生
涯
学
習
課
】▽
参

事
兼
課
長
補
佐
＝
須
川
善
美（
政
策
部
政
策

企
画
課
）（
厳
原
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

▽
所
長
兼
厳
原
地
区
公
民
館
長
兼
つ
し
ま

図
書
館
長
・
昇
任
＝
桟
原
馬
佐
敏（
同
セ
ン

タ
ー
兼
同
公
民
館
）（
上
県
地
区
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
）▽
所
長
兼
上
県
地
区
公
民
館
長
・

昇
任
＝
吉
野
吉
広（
上
対
馬
支
所
地
域
振
興

課
）【
文
化
財
課
】▽
課
長
兼
美
津
島
地
区
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
美
津
島
地
区
公

民
館
長
＝
小
島
武
博（
同
課
長
）

◎
４
月
30
日
付
退
職
▽
米
田
幸
人（
教
育
長
）

【
消
防
本
部
】【
総
務
課
】▽
主
幹
＝
阿
比
留

富
美
子（
会
計
課
）

人
事
異
動�

�

対
馬
市
の�

ＨＩＶ検査普及週間　2008年６月１日～７日�

エ
イ
ズ
検
査
は
、�

　
あ
な
た
に
も
必
要
で
す
。�

�
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壱岐�

福岡�

問い合わせ先�
対馬市政策部政策企画課市民協働班�
☎０９２０‐５３‐６１１１（内線475）�

地域の宝探しへの行動�

ステップ２�ステップ２�

●地域課題の抽出�
●お宝探しとその活用�
●人材の育成�

協働（共働）に向けて�
推進指針から�

動き出す�動き出す�

誠信の交わり�

対馬市市民協働（共働）�
推進指針を策定!!

　市民・市民団体・企業と行政との
「協働（共働）によるまちづくり」を推
進するための道標となる対馬市市民
協働（共働）推進指針を策定しました。�
　先人達の想いを交流と自立する地
域づくりのキーワードとして、市民
と「共」に今、協働（共働）へと対馬が
動き出そうとしています。�
　詳細については、対馬市のホーム
ページに掲載しています。�
http://www.city.tsushima.nagasaki.jp

心がつながる�
地域コミュニティの再生�

ステップ１�ステップ１�

●地域コミュニティへの参加�
●お互いさまの地域づくり�

悪と知って止めざるはなし」�
悪と思ったならば、すぐに止める。�
ある。そして堂々と自分の道を歩むこと）�

づくり」への挑戦�

の教えから�

ず、真実をもっての交わり」�
心のおつきあいをしていくことが大切�

への挑戦�

の教えから�
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今、「共働」へと対馬は
大韓民国�

釜山�

巨済島�

きょうどう� し 　 ま �

対馬らしさを自慢できる�
　　独自の地域づくりの展開�

ステップ３�ステップ３�

●地域のお宝の共有�
●お宝の活用と自慢できる独自の�
　地域づくり�
●お宝活用への協働体制づくりと�
　協働プランの提案�
●近隣の地区との連携の可能性�
　　　　　（小学校区単位など）�

誠信の交わり�

　市民・市民団体・企業と行政が
手をとりあい、情報・目標・行動
を共有することで、市民活力の発
揮による地域コミュニティの再生、
対馬らしさを自慢できる独自の地
域づくりの展開、行政運営の効率
化の実現を目指しています。�

協働（共働）のねらい�

対馬市市民協働（共働）
対馬らしさの

今、「共働」へと対馬は

陶山訥庵先生

「善と知って遂げざるはなく
善いと思うことは成し遂げる

（真の勇気は先ず自分の怠りに克つことで

す   や ま と つ あ ん�

「自立する地域

雨森芳洲先生

「互いにあざむかず、争わ
仲良くおつきあいをするためには、真

あめのもり ほうしゅう�

「誠信交流」


